
今
回
か
ら
、
11
月
19
日
か
ら
始
ま
る
展

覧
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
妻
木
出
身
の
商
人
「
熊
谷

吉
兵
衛
」
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
で
す
。
熊

谷
吉
兵
衛
（
１
８
１
４
―１
８
９
０
）
は
、

文
化
11
年
に
妻
木
村
（
現
妻
木
町
）
の
神

宮
地
区
に
生
ま
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
の

時
代
の
転
換
期
に
多
治
見
の
大
陶
商
「
西

浦
屋
」
の
江
戸
店
支
配
人
と
し
て
活
躍
し

た
人
物
で
す
。

幕
末
、
西
浦
屋
は
大
阪
と
江
戸
に
そ
れ

ぞ
れ
支
店
を
構
え
、
多
治
見
本
店
を
含
め

た
３
店
舗
で
全
国
へ
美
濃
焼
を
流
通
さ
せ

る
販
売
網
を
構
築
し
ま
す
。
吉
兵
衛
は
江

戸
店
支
配
人
を
務
め
つ
つ
、
西
浦
屋
の
大

番
頭
と
し
て
３
店
舗
の
動
向
に
目
を
配
り
、

維
新
前
後
の
混
乱
期
も
吉
兵
衛
の
采
配
で

乗
り
切
り
ま
し
た
。

吉
兵
衛
は
、
西
浦
屋
の
商
売
の
傍
ら
江

戸
で
「
石せ

き

門も
ん

心し
ん

学が
く

」
と
い
う
学
問
を
極
め
、

明
治
初
年
の
西
浦
屋
隠
居
後
は
「
東と

う

洲し
ゅ
う」

と
名
を
改
め
、「
参さ

ん

前ぜ
ん

舎し
ゃ

」
と
い
う
心
学

講
舎
（
学
び
舎
）
の
舎
主
を
務
め
る
ま
で

に
な
り
ま
す
。

石
門
心
学
は
江
戸
時
代
に
商
人
を
中
心

に
広
ま
り
、
後
に
は
渋
沢
栄
一
や
松
下
幸

之
助
も
影
響
を
受
け
た
と
い
う
学
問
で
す
。

吉
兵
衛
は
、
石
門
心
学
を
通
し
て
、
政

界
の
要
人
な
ど
と
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
人
が
「
山
岡
鉄
舟
」
で
、

鉄
舟
と
吉
兵
衛
が
共
作
し
た
書
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

妻木の熊谷吉兵衛
　－美濃の大陶商「西浦屋」を支えた人－

会期：11月19日（土）～２月26日（日）

同時開催：収蔵品展「黄瀬戸」

江
戸
城
無
血
開
城
の
立
役
者
と
し
て
知

ら
れ
る
山
岡
鉄
舟
は
剣
や
書
、
禅
の
達
人

で
、
明
治
天
皇
の
侍
従
も
務
め
て
い
た
こ

と
か
ら
、
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
の
明

治
天
皇
の
東
濃
巡
幸
に
随
行
し
、
虎
渓
山

永
保
寺
な
ど
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
吉
兵
衛

と
は
石
門
心
学
を
通
じ
、
東
京
で
接
点
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

伝・熊谷吉兵衛肖像写真
明治初頭（19世紀）

西浦焼釉下彩獅子文花瓶
明治時代後半（20世紀）

書「忠孝仁」
山岡鉄舟・熊谷東洲（吉兵衛）
明治初頭（19世紀）
山岡鉄舟が「忠孝仁」の題字をしたため、下に
吉兵衛が石門心学の教えを記した書
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美
濃
陶
磁
歴
史
館
だ
よ
り

連
　
続

コ
ラ
ム

う
ち
ん
た
ぁ
の
お
宝
、
な
ん
や
ね
？

第
23
回　

妻
木
の
熊く

ま

谷が
い

吉き
ち

兵べ

衛え

①

�

美
濃
の
大
陶
商
「
西
浦
屋
」
を
支
え
た
人

企画展
の

ご案内

美濃陶磁歴史館
（☎ �1245）




